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1. 1. 1, 年陪
1. 1. 2 著 作
1. 2 展示会場
2.2.1 戦 前






























































いものである。比較検討すべき年譜としては「日本書誌の書誌 人物編 I」の 3点，
「人物書誌索引」の 9点， 最近のものでは 「書誌年鑑 '85」にある河野多恵子編
「丹羽文雄の短篇30選」付賊の略年譜 （清水邦行作成） がある。各種年譜を参照 し
て展示目録には 1頁の「略歴」を掲げた。
1. 1. 2 著 作 著作目録として最も詳しいものは 「年譜」のところであげた「丹
羽文雄文学全集28」（昭51) 付載のものである。 この上段が作品年譜になっていて
雑誌 • 新聞掲載作品目録である。特色は 1点 1点に原稿枚数が記載されていること






して小説 149点随筆 ・評論21点，選集 ・全集 6点を記載した。









観し易い場所として演劇博物館一階の第 1陳列室，第 2陳列室が選ばれた。第 1室
は広く，脇廊下も使い，丹羽氏のみの部屋。ここ｝まあとに詳しく述べる。第 2室は真
中に仕切りになる双壁が出ていて，奥を丹羽氏が私費を投じて後甜作家育成のため


























































2.1.1 解 題 個々の作品の解題を丁寧に行っているのは文庫本と現代文学全集
類の巻末である。文庫本の調査には「便利な文庫の総目録」「総合文庫目録」を見
る。全集類は 「最新版全集総合目録」では丹羽氏の場合役立つところ少なく「現代
日本文学綜覧 ·ン リー ズ」がよい。文庫は集英社， 新潮社の点数が多く ， 全集 • 選集
には竹村書房，改造社，東方社，角川書店，集英社，講談社の 6種がある。
2.1. 2 評論 丹羽文学を対象とした他者による研究文献を網羅的に リスト化し
たものはない。古いもの，選択的なものでは「現代日本文学全集月報21」筑隊書房
（昭29), 「日本現代文学全集87」講談社（昭37),「国文学解釈と鑑賞」 至文堂（昭






















2.2.1 全体 作品の全体についての解説・紹介 ・梗概 ・評価 ・批評といった文

































「鮎」 昭 7.4 「文芸春秋」
「文学界」 第10巻 8号









































































































































そうと した (p203) ②丹羽は終始観
戦者の立場に立っていて，弾一つ運ぶ
のを手伝わなかったことが非難され






















































っヵヽ tょ力‘つfこようだ (p121) 
「厭がらせの年齢」昭22.2 「改造」
「丹羽文雄自選集」

























































































































































































































































「近代文学」 第 6巻 5号



































ヵ：し、ナょし、 (p 402) 
「日本文学全集 63」



















































































































































「文学界」 第 8巻 8号






















































「文学界」 第 8巻 2号














「菩提樹」 昭30.I. I~31. 3. 30 
「週刊読売」
「丹羽文雄文学全集II 月報20」
















































































学習研究社 昭45. 6. 1 






















































































































日本的な歪みがあったと思 う (p236) 
「昭和文学全集 14」



















































































































講談社 昭44.4. 16 
松本鶴雄 ① 「救い」への凄絶なもだ
えは， ますます深まり ，加那子に至っ





















「丹羽文雄文学全集 5 月報 7」

























































にな りすぎている部分もある (p179) 
あとがき 今春，図書館が開催した「丹羽文雄展」に関連 して，展示の概要と作
品解説のため調査した参考文献を，ここにまとめた。
丹羽氏自身による作品論や解説も多いが，今回は他者による論及の範囲にとどめ，
対象も 12作品に限った。参考文献は論者名の五十音順配列としたが，丹羽文学と論
者のそれぞれの関わりを考えれば，年齢順配列として も，また意味があったかと思
われる。
参考文献の内容抄録は，そのまま作品の解説ともなりうるが，さらに詳しく論及
している本文への，索引の役目を果していると，受取ってもらえれば幸いである。
（ふかい ひとし図書館特別資料室）
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